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１．基本操作 
 

操作１： データの出力 

指定されたディレクトリの指定されたファイルのデータをＮＣ制御機へ送出します。 

〔注〕電源入力時および、終了／リセット時にはこのモードになります。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２     Ｆ：ファイルの数 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ   Ｒ：残りディスク量 

 

  １－１ ファイルをカーソルキーで選択して出力する 

 

① ファンクションの選択： アウトキーを押してください。 

ファイル選択モードになります。 

 

※すでにＯＵＴモードになっている時にＯＵＴキーを押すとスケジュール運転モードと 

変化しますので再度ＯＵＴキーかリセットキーを押して下さい。 

 

② データファイルの選択：  カーソールキーにてファイルを選択してください。 

 

③ ファイルの確定： 出力するファイルを確定します。 セットキーを押してくだい。 

 

３行目にファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭１行の内容が表示されます。 

 

表示されているブロックデータの内容は、カーソールキーを上下する事によって確認できます。 

表示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      １２３４ 

３ ０９／１０／０８    ９０８２ ← 日付  サイズ 

４ ％ ← ブロックデータ 

 

 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 リセットキーを押してください。 ファイル選択の状態に戻ります。 
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④ 出力開始： スタートキーでデータ出力待機状態となります。（通常） 

（パラメータ：NO.12・・・1 の場合 スタートキーを押すとすぐにデータ出力します。） 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００００００        ００００９０８２ ← 出力データ量  データサイズ 

４    

 

ＮＣからのスタート信号(ＮＣの読込操作をする)を受信するとデータを出力開始します。 

その時、３行目と４行目に出力の状態を表示します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００２０４８        ００００２０４８ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＞ ← 出力中を示すインジケータ 

 
   但し、インジケータの表示は出力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 
⑤ 出力終了： データ出力が終了したときは以下の表示になります。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００９０８２        ００００９０８２ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 出力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ファイル選択状態になります。 
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１－２ ファイル名を直接入力して出力する 

① ファンクションの選択： アウトキーを押してください。 

ファイル選択モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

② エンターキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

 
③ ファイル名を入力して下さい。 
   例えば、Ｏ０００２の場合 
 

のキーを押します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ ５  

３ 

４ 

 

次に アルファベットキーを５回押します。 
すると表示が、 ５→Ｍ→ｍ→Ｎ→ｎ→Ｏ と変化します。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ  

３ 

４ 

 

続けて 
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     と押します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ０００２  

３ 

４ 

 

次に エンターキーを押してください。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ ０９／１０／１０    ９１０８６ ← 日付  サイズ 

４ ％ ← ブロックデータ 

 

④ 出力開始： スタートキーでデータ出力待機状態となります。（通常） 

（パラメータ：NO.12・・・1 の場合 スタートキーを押すとすぐにデータ出力します。） 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２ 

３ ００００００００        ０００９１０８６ ← 出力データ量  データサイズ 

４    

 

ＮＣからのスタート信号(ＮＣの読込操作をする)を受信するとデータを出力開始します。 

 

その時、３行目と４行目に出力の状態を表示します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２ 

３ ００００２０４８        ０００９１０８６ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＞ ← 出力中を示すインジケータ 

 
   但し、インジケータの表示は出力データが２０４８バイト以上で表示します。 
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⑤ 出力終了： データ出力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ０００９１０８６        ０００９１０８６ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 出力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ファイル選択状態になります。 



１－３ 複数プログラムの出力 
    指定されたディレクトリの中のすべてのファイルを出力する。 
    ＮＣ機器でオール入力の機能等がある場合に利用して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２     Ｆ：ファイルの数 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ   Ｒ：残りディスク量 

 

① ファンクションの選択： アウトキーを押してください。 

 

ファイル選択モードになります。 

 

② ［ＡＬＬ］を選択： 
 

カーソルキーで ＞マークを［ＡＬＬ］の位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ    Ｏ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ Ｆ： ４           ５４３２．ＮＣ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ  ＞［ＡＬＬ］ 

 

③ セットキーを押してください。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２ ＤＡＴＡ－１        ＡＬＬ ＯＵＴ  

３   

４  
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④ 出力開始： スタートキーでデータ出力待機状態となります。（通常） 

（パラメータ：NO.12・・・1 の場合 スタートキーを押すとすぐにデータ出力します。） 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４       ← 現在のファイル   

３ ００００００００    ０００１５５３７  ←出力データ量     

４   

 

ＮＣからのスタート信号(ＮＣの読込操作をする)を受信するとデータを出力開始します。 

 

その時、３行目と４行目に出力の状態を表示します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００２０４８        ０００１５５３７ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＞ ← 出力中を示すインジケータ 

 
   但し、インジケータの表示は出力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 

⑤ 出力終了： データ出力が終了したときは以下の表示になります。 

 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ８８８８ 

３ ０００９１０８６        ０００１５５３７ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 出力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ファイル選択状態になります。 
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操作２： データの入力 
指定されたディレクトリの指定されたファイルにＮＣ制御機からのデータを書き込みます。 

 
２－１ 単一プログラムの入力 
     新規ファイルの場合 
 

① ファンクションの選択： インキーを押してください。 

 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

② ファイル名の直接入力： エンターキーを押してください。 

 

ファイル名の直接入力モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

 

③ ファイル名を入力して下さい。 
 
    例えば、Ｏ２０００の場合 
 

のキーを押します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ ５  

３ 

４ 
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次に アルファベットキーを５回押します。 
 
すると表示が、 ５→Ｍ→ｍ→Ｎ→ｎ→Ｏ と変化します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ  

３ 

４ 

 

続けて 
 

     と押します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ２０００  

３ 

４ 

 

次に エンターキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ２０００      ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３             Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ 

４   

 

④ 入力開始： スタートキーでデータ入力待機状態となります。 

 

  ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ２０００      ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００００００        Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ  

４   
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⑤ ＮＣからプログラムを出力して下さい。 
 

データを受信しますと３行目と４行目に入力の状態を表示します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ２０００     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２０４８        Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ ← 入力データ量   

４ ＞ ← 入力中を示すインジケータ 

 
但し、インジケータの表示は入力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 

⑥ 入力終了： データ入力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ２０００     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２５１３        Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ ← 入力データ量   

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 入力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ＯＵＴモードのファイル選択状態になります。 
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２－２ 単一プログラムの入力 
     既存ファイルを選択する場合 
 

① ファンクションの選択： インキーを押してください。 

 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

② ファイルの選択： 
 
    例えば、Ｏ０００２の場合 
 

カーソルキーで ＞マークをＯ０００２の位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ    １２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４         ＞ Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

③ ファイルの確定： 入力するファイル名を確定します。 セットキーを押して下さい。 

 

既存ファイルを選択した場合、データを上書き入力して問題ないかどうかを再確認する 

「Overwrite? Yes/No」という確認画面が表示されます。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２   ← 選択したファイル名 

３   

４ Overwrite?      [Yes]    No  

確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 

Yes/No の選択は カーソルキーで選択し、 エンターキーで 

決定します。 
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またはテンキー, Yes:  / No: で選択します 

 
[Ｙｅｓ]を選択すると、３行目に決定したファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭２行の内容が表示されます。 

表示されているブロックデータの内容は、カーソールキーを上下する事によって確認できます。 

表示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ ０９／１０／１０    ０００９１０８６ ← 日付  サイズ 

４ ％ ← ブロックデータ 

 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 リセットキーを押してください。 

ファイル選択の状態に戻ります。 

 

④ 入力開始： スタートキーでデータ入力待機状態となります。 

 

  ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００００００        ０００９１０８６ ←         元サイズ 

４   

 
⑤ ＮＣからプログラムを出力して下さい。 
データを受信しますと３行目と４行目に入力の状態を表示します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２０４８        ０００９１０８６ ← 入力データ量    元サイズ 

４ ＞ ← 入力中を示すインジケータ 

 

但し、インジケータの表示は入力データが２０４８バイト以上で表示します。 
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⑥ 入力終了： データ入力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２５１３        ０００９１０８６ ← 入力データ量    元サイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 入力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ＯＵＴモードのファイル選択状態になります。 
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２－３ 複数プログラムの入力 
 ＮＣ機器からオールパンチ等で複数プログラムを出力されるデータをＯ番号ごとの 

ファイル名で保存する場合などに使用して下さい。 
 

     ① ファンクションの選択： インキーを押してください。 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 
     ② ［ＡＬＬ］を選択： 

カーソルキーで ＞マークを［ＡＬＬ］の位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ    Ｏ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ Ｆ： ４           ５４３２．ＮＣ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ  ＞［ＡＬＬ］ 

     ③ セットキーを押してください。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２ ＤＡＴＡ－１        ＡＬＬ ＩＮ 

３   

４  

④ 入力開始： スタートキーでデータ入力待機状態となります。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            ＡＬＬ ＩＮ     ← 現在のディレクトリ   

３ ０           ←入力データ量     

４   
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⑤ ＮＣからプログラムを出力して下さい。 
データを受信しますと３行目と４行目に入力の状態を表示します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１               Ｏ０００５  ← 現在入力中のＯ番号 

３ ０００８７８６５         ← 入力データ量   

４ ＞＞ ← 入力中を示すインジケータ 

 
但し、インジケータの表示は入力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 
⑥ 入力終了： データ入力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ８８９９     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ０１８９３５６８         ← 入力データ量     

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 入力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ＯＵＴモードのファイル選択状態になります。 
 

※登録されるファイル名はＮＣ機器より出力されたそのままの名前です。 

 例えば、Ｏ００１０はＯ００１０、Ｏ１０はＯ１０です。８桁のＯ番号は保存 

 できません。又、同じＯ番号のファイルがある時は上書きしますので 

 御注意してください。 
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 操作３： ファイルのコピー 

指定されたデータファイルを、指定されたディレクトリへコピーします。 

 

３－１ １個のファイルのコピー（同じ名前でコピーの時） 

      例えば、ディレクトリ１（画面表示名 DATA-1）のＯ０００１のファイルを 

     ディレクトリ２（画面表示名 DATA-2）へ同じ名前でコピーする場合。 

 

① ファンクションの選択： コピ－キーを押してください。 

コピーモードになり、コピー元のディレクトリおよびデータファイルの選択モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ１  ＞１２３４ 

２ ＊ＤＡＴＡ－１     Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 

    ② ファイルの選択： 
    例えば、Ｏ０００１の場合 
 

カーソルキーで ＞マークをＯ０００１の位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ１   １２３４ 

２ ＊ＤＡＴＡ－１    ＞Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 

③ ファイルの確定： 
 

セットキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２   ＞１２３４ 

２   ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ ＊ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 
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④ コピー先ディレクトリへの変更： 
画面には現在選択されているディレクトリが表示されます。（ディレクトリ名は最大１０文字） 

 

ディレクトリを変更するときは、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、DIR

番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]      ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１   

３ ＲＯＯＴ                   ←現在のディレクトリ 

４              

 

ここでもう一度、  ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、 

DIR 番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＩＲ   ＤＲＶ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２    

３ Ｄｒｉｖｅ Ｎｏ．？ （ ０ － ９ ） 

４              

 

ディレクトリ２へコピーしますので、  のキーを押して下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]      ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１   

３ ＲＯＯＴ                   ←現在のディレクトリ 

４              

 

ルートディレクトリにコピーしますので、[ＲＯＯＴ]に＞マークがあるのを確認し 

 キーを押して下さい。 

 

 

 

 



 20

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２     

２   ＤＡＴＡ－１      Ｎｏ Ｆｉｌｅ 

３ ＊ＤＡＴＡ－２        

４               

 

⑤コピー先の名前の確定（ここではコピー元とコピー先の名前は同じ場合） 

 

 エンターキーを押してください。 

ファイル名の直接入力モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

 

⑥  エンターキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＴＯＰ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００１   ← コピー元 DIR とファイル名 

３   ＤＡＴＡ－２       Ｏ０００１   ← コピー先 DIR とファイル名 

４               

 

⑦ コピー開始：  スタートキーでコピーを開始します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＲＵＮ    Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００１ 

３   ＤＡＴＡ－２       Ｏ０００１ 

４               
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⑧ コピー終了： コピーが終了すると以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＥＮＤ    Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００１ 

３   ＤＡＴＡ－２        Ｏ０００１ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊              

 

⑨  リセットキーを押してください。「OUT モード」になります。 

 

〔注〕同じディレクトリ内に同じ名前のファイルをコピーすることは出来ません。 

この場合、#17:Copy Disable[27]：コピー不可 のアラームが発生します。 

 

リセットキーでファイル選択場面に戻ります。 
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３－２ １個のファイルのコピー（違う名前でコピーの時） 

      例えば、ディレクトリ１（画面表示名 DATA-1）のＯ０００１のファイルを 

     ディレクトリ２（画面表示名 DATA-2）へＯ００１０でコピーする場合。 

 

① ファンクションの選択： コピーキーを押してください。 

コピーモードになり、コピー元のディレクトリおよびデータファイルの選択モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ１  ＞１２３４ 

２ ＊ＤＡＴＡ－１     Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 

    ② ファイルの選択： 
    例えば、Ｏ０００１の場合 
 

カーソルキーで ＞マークをＯ０００１の位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ１   １２３４ 

２ ＊ＤＡＴＡ－１    ＞Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 

③ ファイルの確定： 

セットキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２   ＞１２３４ 

２   ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ ＊ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

④ コピー先ディレクトリへの変更： 
画面には現在選択されているディレクトリが表示されます。（ディレクトリ名は最大１０文字） 

 

ディレクトリを変更するときは、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、DIR

番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 
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 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]      ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１   

３ ＲＯＯＴ                  ←現在のディレクトリ 

４              

 

    ここでもう一度、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、 

DIR 番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＩＲ   ＤＲＶ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２    

３ Ｄｒｉｖｅ Ｎｏ．？ （ ０ － ９ ） 

４              

    ディレクトリ２へコピーしますので、 のキーを押して下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]      ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１   

３ ＲＯＯＴ                  ←現在のディレクトリ 

４              

 

ルートディレクトリにコピーしますので、[ＲＯＯＴ]に＞マークがあるのを確認し 

キーを押して下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２     

２   ＤＡＴＡ－１      Ｎｏ Ｆｉｌｅ 

３ ＊ＤＡＴＡ－２        

４               
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⑤ コピー先の名前の確定（ここではコピー先の名前はＯ００１０） 

 

エンターキーを押してください。 

 

ファイル名の直接入力モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

 
⑥ 名前の入力 

 

のキーを押します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ ５  

３ 

４ 

 

次に アルファベットキーを５回押します。 

すると表示が、 ５→Ｍ→ｍ→Ｎ→ｎ→Ｏ と変化します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ  

３ 

４ 

続けて 

      と押します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ００１０  

３ 

４ 
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次に エンターキーを押してください。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＴＯＰ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００１   ← コピー元 DIR とファイル名 

３  ＤＡＴＡ－２        Ｏ００１０   ← コピー先 DIR とファイル名 

４               

⑦ コピー開始： スタートキーでコピーを開始します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＲＵＮ    Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００１ 

３  ＤＡＴＡ－２        Ｏ００１０ 

４               

 
⑧ コピー終了： コピーが終了すると以下の表示になります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＥＮＤ    Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＤＡＴＡ－１       Ｏ０００１ 

３  ＤＡＴＡ－２        Ｏ００１０ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊              

 
名前入力の時に既存ファイルを選択した場合、データを上書き保存して 

問題ないかどうかを再確認する「Overwrite? Yes/No」という 

確認画面が表示されます。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１    

３ ＤＡＴＡ－２            Ｏ００１０  

４ Overwrite?      [Yes]    No  
 

確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 

 

Yes/No の選択は カーソルキーで選択し、 エンターキーで決定します。 

 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択します 

 

⑨ リセットキーを押してください。「OUT モード」になります。 
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   ３－３ ＡＬＬコピー （ディレクトリにあるファイルをすべてコピーする） 

 

  例えば、ＵＳＢ（ディレクトリ０）にあるファイルをすべて 

ディレクトリ３（画面表示名 ＤＡＴＡ－３）へコピーする。 

   この時、同じ名前のファイルがあっても強制的に上書きしますので 
ご注意して下さい。 

  ① ファンクションの選択： コピ－キーを押してください。 

 

コピーモードになり、コピー元のディレクトリおよびデータファイルの選択モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ１  ＞１２３４ 

２ ＊ＤＡＴＡ－１     Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 
② コピー元ディレクトリへの変更： 

 
画面には現在選択されているディレクトリが表示されます。（ディレクトリ名は最大１０文字） 

 

ディレクトリを変更するときは、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、DIR

番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]      ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１   

３ ＲＯＯＴ                  ←現在のディレクトリ 

４              

 ここでもう一度、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、 

DIR 番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＩＲ   ＤＲＶ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２    

３ Ｄｒｉｖｅ Ｎｏ．？ （ ０ － ９ ） 

４              
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ＵＳＢ（ディレクトリ０）からコピーしますので、  のキーを押して下さい。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]       ＞Ｏ１１２０ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ２５００ 

３ ＲＯＯＴ         Ｏ３１２０     ←現在のディレクトリ ファイル名 

４             Ｏ３３００ 

 
       ③ ［ＡＬＬ］を選択： 

 

カーソルキーで ＞マークを［ＡＬＬ］の位置まで移動して下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ  ＳＥＬ１   Ｏ４５００ 

２ ＊ＵＳＢ         Ｏ５５００ 

３                ３１２０．ＤＡＴ 

４             ＞［ＡＬＬ］ 

 

④ セットキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２   ＞Ｏ１１２０ 

２   ＵＳＢ         Ｏ２５００ 

３ ＊ＵＳＢ          Ｏ３１２０ 

４              Ｏ３３００ 

 
⑤ コピー先ディレクトリへの変更： 

 

画面には現在選択されているディレクトリが表示されます。（ディレクトリ名は最大１０文字） 

 

ディレクトリを変更するときは、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、DIR 番

号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 
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＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]       ＞Ｏ１１２０ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ２５００ 

３ ＲＯＯＴ         Ｏ３１２０     ←現在のディレクトリ ファイル名 

４             Ｏ３３００ 

ここでもう一度、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、 

DIR 番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＩＲ   ＤＲＶ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２    

３ Ｄｒｉｖｅ Ｎｏ．？ （ ０ － ９ ） 

４              

ディレクトリ３へコピーしますので、  のキーを押して下さい。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]      ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１   

３ ＲＯＯＴ                  ←現在のディレクトリ 

４              

ルートディレクトリにコピーしますので、[ＲＯＯＴ]に＞マークがあるのを確認し 

キーを押して下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２     

２   ＵＳＢ       Ｎｏ Ｆｉｌｅ 

３ ＊ＤＡＴＡ－３        

４               

 

⑥ セットキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＴＯＰ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２   ＵＳＢ          ＡＬＬ ＣＯＰＹ 

３  ＤＡＴＡ－３        

４               
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⑦ コピー開始： スタートキーでコピーを開始します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＲＵＮ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２   ＵＳＢ          ＡＬＬ ＣＯＰＹ 

３  ＤＡＴＡ－３        

４               

 

⑧ コピー終了： コピーが終了すると以下の表示になります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＥＮＤ    Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ  

２   ＵＳＢ          ＡＬＬ ＣＯＰＹ 

３  ＤＡＴＡ－３         

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊              

 

⑨ リセットキーを押してください。「OUT モード」になります。 
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操作４： ファイルの消去 
 指定されたディレクトリの指定されたファイルを削除します。 

 
   ４－１ １個のファイルの削除 

        例えば、ディレクトリ１(面表示名 DATA-1)の５４３２．ＮＣの 

        ファイルを削除する場合。 

 

① ファンクションの選択： デリートキーを押してください。 

 

ファイル消去モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 
② ファイルの選択： 

 

カーソルキーで ＞マークを５４３２．ＮＣの位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ    １２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１        Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４            ＞５４３２．ＮＣ 

 

③ ファイルの確定： 出力するファイルを確定します。 セットキーを押してくだい。 

 

３行目にファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭１行の内容が表示されます。 

表示されているブロックデータの内容は、カーソールキーを上下する事によって確認できます。表

示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      ５４３２．ＮＣ 

３ ０９／１０／０８    ２２４３ ← 日付  サイズ 

４ ％ ← ブロックデータ 
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〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 リセットキーを押してください。ファイル選択の状態に戻ります。 

 

④ 消去の確認と実行： スタートキーによって実行します。 

 

消去前に確認メッセージが出ます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１      ５４３２．ＮＣ 

３ ０９／１０／０８    ２２４３ 

４  Sure?    [Yes]    No 
 
確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 

 

Yes/No の選択は カーソルキーで選択し、 エンターキーで決定します。 

 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択します 

 

Ｙｅｓを選択して消去の実行が終了すると、以下の表示になります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１      ５４３２．ＮＣ 

３ ０９／１０／０８    ２２４３ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 消去終了表示 

 

⑤ 終了： リセットキーを押してください。 「ＯＵＴモード」になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 32

４－２ ＡＬＬ削除 

  例えば、フォルダ２(画面表示 DATA-2)の中のファイルをすべて削除する場合。 

 

① ファンクションの選択： デリートキーを押してください。 

 

ファイル消去モードになります。 

 

 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３             Ｏ０００２ 

４             ５４３２．ＮＣ 

 
② 削除するディレクトリへの変更： 

 
画面には現在選択されているディレクトリが表示されます。（ディレクトリ名は最大１０文字） 

 

ディレクトリを変更するときは、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、DIR

番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]       ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－１       

３ ＲＯＯＴ                   ←現在のディレクトリ 

４              

ここでもう一度、 ディアイアールキーにてディレクトリ選択モードにして、 

DIR 番号のテンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＩＲ   ＤＲＶ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２    

３ Ｄｒｉｖｅ Ｎｏ．？ （ ０ － ９ ） 

４              
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ディレクトリ２へ移動しますので、 のキーを押して下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]       ＞[ＲＯＯＴ] 

２ ＤＡＴＡ－２       

３ ＲＯＯＴ                   ←現在のディレクトリ 

４              

 
ルートディレクトリの中を削除しますので、[ＲＯＯＴ]に＞マークがあるのを確認し 

キーを押して下さい。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ   ＞Ｏ６６７０ 

２ ＤＡＴＡ－２      Ｏ７７１０ 

３             Ｏ７８９０ 

４             Ｏ８８００ 

 

③ ［ＡＬＬ］を選択： 

 

カーソルキーで ＞マークを［ＡＬＬ］の位置まで移動して下さい。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ   ＳＥＬ    Ｏ７７１０ 

２ ＤＡＴＡ－２       Ｏ７８９０ 

３                Ｏ８８００ 

４             ＞［ＡＬＬ］ 

 

④ 消去の確認と実行： セットキーによって実行します。 

 

消去前に確認メッセージが出ます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ      Ｏ７７１０ 

２ ＤＡＴＡ－２        Ｏ７８９０ 

３                Ｏ３１２０ 

４ ＤＥＬ ＡＬＬ？   [Yes]    No 

               

確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 
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Yes/No の選択は カーソルキーで選択し、 エンターキーで決定します。 

 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択します 

 

Ｙｅｓを選択すると再度確認の為、以下の表示になります。 
 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－２      ＡＬＬ ＤＥＬ 

３  

４   

中止する場合、 リセットキーを押してください。 「ＤＥＬモード」に戻ります。 

⑤ 再度確認と実行： スタートキーによって実行します。 

 

消去前に確認メッセージが出ます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－２      ＡＬＬ ＤＥＬ 

３  

４  Sure?         [Yes]    No 
 
確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 

Yes/No の選択は カーソルキーで選択し、 エンターキーで決定します。 

 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択します 

 

Ｙｅｓを選択して消去の実行が終了すると、以下の表示になります。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－２      ＡＬＬ ＤＥＬ 

３  

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 消去終了表示 

 

⑥ 終了： リセットキーを押してください。 「ＯＵＴモード」になります 
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     操作５： ファイルの並び替え 

指定されたディレクトリ内でＮＣデータファイルの表示する順番を並び替えます。 

数字、アルファベットの順に、「降順・昇順・元に戻す」ことが出来ます。 

 

手順 

① アウトキ－または インキーでファイル選択画面を表示します。 

 

② ファイルの並び替え： テンキーを使って並び順を選択します。 

 

 ： 昇順 （数字０－９ → アルファベットＡ－Ｚ） 

 

 ： 降順 （アルファベットＺ－Ａ → 数字９－０） 

 

 ： タイムスタンプ順 

 

＊ ファイル表示は、環状にスクロールされます。 

 

（ カーソルキーでファイルの最下段まで降りていくと、先頭のファイルに 

戻るようになっています。） 

 

※ ファイル名は画面上では８文字のみの表示となりますが、 と のキーで 

 

左右に一文字ずつ移動しますので、長いファイル名でも確認出来ます。            
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操作６：ファイルのフィルタリング 

       ファイルリストで先頭からの文字列による検索が行える。 

 

   手順 

 

① アウトキ－または インキーでファイル選択画面を表示します。 

  ＯＵＴかＩＮのキーを押すとファイルのリストが表示されます。 

 

           ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ   ＳＥＬ   ＞ Ｏ７７１０ 

２ ＤＡＴＡ－１       Ｏ７８９０ 

３                Ｏ８８００ 

４                Ｏ８８８８ 

 

② リストが表示されている画面で  のキーを押す。 

     検索文字列の入力画面となる。 

 

           ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｆｉｌｔｅｒ：                 

２                               

３                         

４                      

 

③ 検索文字列を入力して  エンターキーを押して確定し、 リセットキーで 

キャンセルです。 

 

           ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｆｉｌｔｅｒ： Ｏ８８             

２                               

３                         

４                      
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④ Ｏ８８と入力して  エンターキーを押して確定しますと、Ｏ８８で始まるファイルのみ 

  表示します。 

 

           ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ   ＳＥＬ   ＞ Ｏ８８００ 

２ ＤＡＴＡ－１       Ｏ８８１０ 

３                Ｏ８８２０ 

４                Ｏ８８８８ 

 

⑤ フィルタをかけない元の状態に戻す場合は、リストが表示されている画面で 

 

  のキーを押し、設定されている文字列を削除し、  エンターキーを押す。 

 

           ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｆｉｌｔｅｒ： Ｏ８８             

２                               

３                         

４                      

 

 

※ 検索文字列は最大１０文字までで、１０文字以上入力しますと古い文字から 

消去されます。 
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操作７： パラメータ値の変更（各項目の詳細は後述のパラメータの項目を参照してください） 

パラメータデータの編集作業を行います。 

① ファンクションの選択： パラメータキーを押してください。 

 

パラメータ設定モードになり、パラメータファイルの選択画面になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ   ＞ＤＥＦＡＵＬＴ 

２             ＵＳＥＲ０９６ 

３             ＵＳＥＲ１９２ 

４ Ｖer ５．１．３．６   ＵＳＥＲ３８４ 

※この時[ＮＷ]を選択すると、現在設定されているネットワーク状況を確認できます。 

＞詳細は（４）現在のネットワーク状況を確認するを参照してください。 

 

② ファイルの確定： カーソルキーにて変更する 

 

パラメータファイルを選択してください。 

 

 セットキーを押してください。PRM ファイルが確定されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＞ ０ ＝ ＤＥＦＡＵＬＴ ← 現在のカーソル位置 

３   １ ＝ １ 

４   ２ ＝ ４８００ 

 

③ パラメータ番号の選択： カーソルキーにて編集するパラメータ番号を 

選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２   ０ ＝ ＤＥＦＡＵＬＴ 

３   １ ＝ １ 

４ ＞ ２ ＝ ４８００ 

 

④ パラメータの編集： 編集するパラメータにカーソルをあわせ 

 エンターキーを押してください。 

パラメータデータの入力モードになります。 
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 データ入力モード： データ入力モードには、以下の２つのモードがあります。 

 

モード１ その場で入力 

モード２ 入力画面による入力（画面に Input parameter:と表示） 

 

（１） モード１ 

選択したパラメータの行へ直接データを入力します。 

現在の設定値が消え、その場にデータの入力を促す点滅カーソルが表示されます。 

パラメータを入力して  エンターキーで確定します。 

パラメータはテンキーを使用して入力します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２   ０ ＝ ＤＥＦＡＵＬＴ 

３   １ ＝ １ 

４ ＞ ２ ＝   

 

 入力エラー 

各パラメータに入力できる文字の種類（数値，英数文字），範囲，文字数などに制限があ

ります。入力されたデータが制限にマッチしない場合には、アラーム表示「# 3：Incorrect」

となります。 

 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＡＬＲＭ Ｐ＊ＤＥＦＡＵＬＴ 

２   ０ ＝ ＤＥＦＡＵＬＴ 

３ ＞ １ ＝ ３ 

４ ＃ ３：Ｉｎｃｏｒｒｅｃｔ ［１］ ← アラーム表示 

 

 入力エラー（アラーム表示）からの復帰 

 リセットキーを押すとデータ編集モードへ戻ります。 

データ編集モードへ戻ると、新たに入力された不正な値とエラーマーク「？」が表示されます。エ

ラーマークの付いたパラメータがあるとセーブすることができません（アラーム表示となります）

ので、エラーマークのついたパラメータは正しい値を入力し直してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ＊ＤＥＦＡＵＬＴ 

２   ０ ＝ ＤＥＦＡＵＬＴ 

３ ＞ １ ＝？３ ← エラーマークと不正な値が表示されている 

４   ２ ＝ ４８００ 
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（２） モード２ 

モード２では、入力画面に切り替わり、データの入力を促す点滅カーソルが表示されま 

す。パラメータを入力して  エンターキーで確定します。 

 

パラメータはテンキーを使用して入力します。 

 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

２   

３ 

４ 

 入力エラーについてはモード１と同じ扱いとなります。 

 

 

□ データ入力の中止 

 

 リセットキーによってデータ入力モードがキャンセルされます。 

 

⑤ データのセーブ：  スタートキーによって現在のパラメータ値をファイルにセーブします。 

パラメータを変更した時には必ず行ってください。 

パラメータに変更があった場合、１行目のパラメータ名の前に変更マーク「＊」 

が付きます。 

 

（変更前） ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

↓ 

（変更後） ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ＊ＤＥＦＡＵＬＴ 

 
ファイルへのセーブが完了すると終了画面が表示されます。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＥＮＤ  Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ 

３ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

⑥ パラメータ設定の終了：  リセットキーを押してください。 
 「OUT モード」に戻ります。 
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（３） パラメータの変更時の注意 

パラメータファイルは複数使用することができ、それぞれにパラメータデータの変更が可能です。 

パラメータの変更後は、必ず  スタートキーを押して変更を確定してください。 

変更を確定せずに  リセットキーを押すと、変更内容がパラメータファイルへ反映 

されません。 

最後に変更／確定されたパラメータファイルの内容が、次回の電源再投入時立ち上がりのパラメータ

値となります。 

 
 

（４） 現在のネットワーク状況を確認する 

① パラメータファイル選択画面で、[ＮＷ]を選択し、  セットキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ    ＵＳＥＲ０９６ 

２             ＵＳＥＲ１９２ 

３             ＵＳＥＲ３８４ 

４            ＞[ＮＷ]         

 

② 現在のネットワーク状況が表示されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＮＷ： Ｓｔａｔｉｃ 

２ ＩＰ： １９２．１６８．０．１００             

３ ＮＭ： ２５５．２５５．２５５．０ 

４ ＧＷ：  

 

   ③ リセットキーを押してください。 パラメータファイル選択画面に戻ります。 
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２．特殊機能 

２－１． サブプログラム出力 

サブプログラム出力とは、メインプログラムの中にサブプログラム名を入れておくと、 

データ出力時に指定されたサブプログラムの内容をあたかも自分のプログラムの 

中に存在するデータであるかのように転送する機能です。 

データ内に次の書式でサブプログラム名を記述した場合は、指定されたサブプログラムを送出します。 

サブプログラムのネスト（階層呼び出し）も可能です。 

サブプログラムは実行中のプログラムと同一のディレクトリにある必要があります。 

 

＜書式＞ 

 

①Ｍ９８Ｐ／プレフィックス［      ］／出力回数指定文字[      ] 

キーワード： Ｍ９８Ｐ 

Ｍ９８Ｐの後に続く文字列を検索し、プログラムの内容を送出します。 

プレフィックスとは接頭語の意味で／の後にＯ等の文字を入力しますと 

Ｍ９８Ｐの後に続く文字列の頭にＯを付加したファイルを検索し、プログラムの 

内容を送出します。その後の／に続き出力回数の指定文字を入力する事が出来ます。 

 

② ＊－ 

    キーワード： ＊－ 

＊－の後に続く文字列を検索し、プログラムの内容を送出します。 

 

③ フリーワード：［      ］ 

    キーワード：サブプログラム識別キーワード（最大５文字） 

キーワードの後に続く文字列を検索し、プログラムの内容を送出します。 

 

 

パラメータ番号 ＃２２ で設定 

工場出荷時は「*-」 

 

サブプログラムのファイル名：同一ディレクトリ内のファイル名となります 

 

 キーワードは必ずブロックの先頭にしてください。 

 呼び出されたサブプログラムの中の「Ｍ９９，Ｍ０２，Ｍ３０，％」コードは無視されます。 

（「Ｍ９９，Ｍ０２，Ｍ３０，％」のデータを含むブロックは送出されません） 
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例えば、キーワードの文字列が＊－の場合でＭＡＩＮというファイルを出力した場合。 

 

MAIN（ファイル名）                      （参照ファイル）       

  %                                      1234    

*-1234                         % 

*-5678                                 1234 

*-ABCD                                1234 

M30                                    M30 

%                                      % 

                                 

                                       5678 

（出力データー）                     % 

%                              5678 

1234                                    5678 

1234                                    M02 

5678                                    % 

5678 

ABCD                                  ABCD 

ABCD                                  % 

M30                                    ABCD 

%                                       ABCD 

                                        M99 

                                        % 

 

 

 

 

 

２－２． オートリワインド 

オートリワインド機能がＯＮの場合、データ出力実行後の終了処理をせず、ＮＣデータファイルのリワインド

を行い、ＮＣデータを再度出力可能な状態にします。 

 

 データ出力終了後、次の「ＤＣ１」コードの入力待ち状態となります。 

 ＮＣからの「ＤＣ１」コードを受信後、データの先頭から出力を開始します。 
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２－３．スケジュール運転機能 

   ＮＣデータファイルを複数選択し、指定した順番にデータを出力する事が出来ます。 

   ※機械の仕様等で正常に送信出来ない場合があります。 

   （手順） 

 

 ①ファンクションの選択： アウトキーを押してください。 

ファイル選択モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４          Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

    ②この状態でもう一度、 アウトキーを押してください。画面左上に「SCHEDULE」と表示します。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ SCHEDULE    ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４          Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

 ③カーソルを動かし、出力する順番に  エンターキーを押して下さい。ファイル名の左側に「*」 

     マークが付きます。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ SCHEDULE  *   １２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１   * ＞Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４          Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

  

     ④送りたいファイルを全て選択すると、  セットキーを押します。画面が送信ファイルの順番 

     確認画面に移ります。 カーソルキーを押すと③で選択した順番にファイル名が表示されます。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ ＳＴＯＰ     P:DEFAULT 

２ ＤＡＴＡ－１       SCHEDULE 

３  

４ [1] １２３４ 

    ⑤選択ファイルと送信順が間違いなければ、 スタートキーを押します。 
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   ⑥以後は通常のデータ送信手順と同じです。 

 

 

※ 最初のファイルの末尾「%/M02/M30」、途中のファイルの先頭と末尾「%/M02/M30」、 

最後のファイルの先頭「%」は無視されます。 

 

※ 「出力開始時 DC1 を待つ」の場合でも２個目以降のファイルは DC1 を待たずに 

自動的に出力開始されます。 

 

   ２－４．コメント文ファイル名保存 

    ＮＣデーターの最初のコメント文をファイル名として自動保存する機能です。 

 

① ファンクションの選択： インキーを押してください。 

 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

②  エンターキーを押してください。 

 

ファイル名の直接入力モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

③ ファイル名を入力せずに、 エンターキーを押してください。 
＜画面表示＞ 

    １        10         20 桁 

１ ＩＮ  ＳＴＯＰ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１      (ＣＯＭＭＥＮＴ) 

３              - - - - - - -  

４ 
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⑤  キーを押して下さい。 

 

 ＜画面表示＞ 

     １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１      (ＣＯＭＭＥＮＴ) 

３ ００００００００     - - - - - - -  

 ４ 

 

     ⑥ ＮＣからプログラムを出力して下さい。 
受信完了して保存が終わると次のデーターの受信待機状態となります。 
 
 ＜画面表示＞ 

     １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ 

２ ＤＡＴＡ－１      (ＣＯＭＭＥＮＴ) 

３ ００００００００     - - - - - - -  

 ４ 

 

 

※ 中止する場合は ストップキーを押して下さい。 

 

※ コメント文が複数ある場合は最初のコメント文をファイル名とします。 

 

※ コメント文は必ず、行の最初から開始して下さい。途中からではコメント文とみなさない。 

 

※ パラメーター設定による拡張子の自動付加は致しません。 
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３． ディレクトリパス名の設定 

＜設定書式＞ 

 

DAT：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

USB：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

SMB：//＜コンピュータ名＞/＜共有名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 [ ] は省略可能な項目です 

 識別子「DAT：」は mametan の内蔵ドライブ、「USB：」はＵＳＢメモリ、「SMB：」はネットワークドラ

イブを表します。 

 

＜内蔵ドライブのディレクトリ＞ 

 

DAT：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 ディレクトリとディレクトリの区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭の「/」は省略可能です 

 

（設定例） 

DAT：DATA1 

DAT：DATA1/TEST 

DAT：/ DATA1 

 

＜ＵＳＢメモリのディレクトリ＞ 

 

USB：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 ディレクトリとディレクトリの区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭の「/」は省略可能です 

 

（設定例） 

USB：DATA 

USB：DATA/TEST 

USB：/DATA 

 
＜ネットワークドライブのディレクトリ＞ 

 

SMB：//＜コンピュータ名＞/＜共有名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭は「//」となり省略できません 

 ＜コンピュータ名＞および＜共有名＞は省略できません 

（設定例） 

SMB：//DNC/C 

SMB：//DNC/C/DATA 
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４．ＵＳＢメモリ 

 ＵＳＢメモリへのデータの読み込み／書き込みを行う場合は、 

 

①ファイル選択モードの時に、  ディアイアールキーを押すと次のような画面になります。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]            ＞[ＲＯＯＴ]  

２ ＤＡＴＡ－１       

３ ＲＯＯＴ                      ←現在のディレクトリ 

４               

 

②もう一度、  ディアイアールキーを押すとディレクトリ選択モードとなり、次のような画面になります。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＩＲ   ＤＲＶ   Ｐ：ＤＥＦＡＵＬＴ   

２ Ｄｒｉｖｅ Ｎｏ．？ （ ０ － ９ ）       

３      

４               

 

③この時に数字の「０」を押すことにより、ＵＳＢメモリへドライブが変更になりました。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]            ＞[ＲＯＯＴ]  

２ ＵＳＢ       

３ ＲＯＯＴ                      ←現在のディレクトリ 

４               

 

 

④カーソルが[ＲＯＯＴ]にある事を確認して、   スタートキーを押して下さい。 

 

 ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ              

２ ＵＳＢ          Ｎｏ Ｆｉｌｅ 

３ Ｆ： ０        

４ Ｒ： ３．７Ｇ               

 

これでＵＳＢメモリのルートディレクトリへの読み込み／書き込みが出来る様になりました。 
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サブディレクトリがある場合は③の画面表示の時に[ＲＯＯＴ]と同様に表示されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ [ＤＩＲ]             ＞ＴＥＳＴ１  

２ ＵＳＢ              ＴＥＳＴ２ 

３ ＲＯＯＴ              ＴＥＳＴ３  ←現在のディレクトリ サブディレクトリ 

４                   [ＲＯＯＴ] 

 

読み込み／書き込みするサブディレクトリへカーソルをもっていき、  スタートキーを 

押して下さい。 

ルートディレクトリへ戻る場合はカーソルキーを[ROOT]へもっていき、 スタートキーを 

押して下さい。 

 

サブディレクトリの中にディレクトリがある場合はカーソルもっていきその箇所で 

セットキーを押して下さい。ディレクトリがない場合は No Foｌｄｅｒ と表示します。 

ひとつ前のディレクトリに戻る場合は ビ－エスキーを押して下さい。 

ファイル選択画面に戻る場合は リセットキーを押して下さい。 

 

※ＵＳＢメモリの種類によっては、ＵＳＢメモリを途中で交換する際に（別の種類のものに差し替える時）電源の

再起動が必要になる場合があります。 

※本体の電源を入れると内部フラッシュディスクのＤＡＴＡ－１を表示する様、出荷時は設定 

しています。（パラメータで変更可能） 

※ＵＳＢメモリを御使用の場合は本体が起動した後にＵＳＢメモリを挿入して下さい。 
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５．本体での日時の設定方法 

     本体で日時の設定が出来ます。日付、時間等がずれた場合は設定して下さい。 

 

        手順 

 

 ①  パラメータキーを押し、パラメータファイル選択画面で、[ＤＡＴＥ]を選択し、 

 セットキーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＡＴＥ    ＜２０１１＞／１２／１１ 

２ ＴＩＭＥ        １２：１５：３０ 

３                      

４                      

 

② 変更する箇所へ  カーソルキーで＜ ＞を動かし、  セットキーを押します。 

          

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＡＴＥ    ＜２０１１＞／１２／１１ 

２ ＴＩＭＥ        １２：１５：３０ 

３                      

４ ＹＥＡＲ   ：             

 

③ 正しい数値を入力し、  エンターキーを押して下さい。 リセットキーでキャンセルです。 

 

④ 変更が完了したら スタートキーを押して下さい。 

[ＥＮＤ]と表示され、変更を保存します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＡＴＥ    ＜２０１２＞／１２／１１ 

２ ＴＩＭＥ        １２：１５：３０ 

３  

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊  

 

⑤  リセットキーを押して、戻って下さい。 
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６．アラーム状態 

エラーが発生したときにはアラーム状態となります。 

アラーム状態では、現在の処理を中止して RESET キーが押されるまで待機します。 

アラーム状態が解除される（RESET キーが押された）と、特別な場合を除き「ＯＵＴモード」へ戻り

ます。 

 

６－１．アラーム表示： ０ 

システム関する異常です。 

これらの異常発生の原因を修正してから再度システムを立ち上げてください。 

 

番号 メッセージ 内容 

１ System Error システムエラー 

[1] 設定が未定義 

[2] 無効な動作モード 

[24] コマンドラインオプションのエラー 

[25] 優先順位の変更に失敗 

[63] 予期せぬエラー 

２ No Memory メモリ異常 

[3] メモリ不足（バッファ割り当て） 

[4] メモリ不足（文字列の割り当て） 

３ Incorrect パラメータ異常 

[23] パラメータの記述ミス 

 

 注) System Error (63)について 

       このアラームは mametan が採用しているオペレーションシステム（ＯＳ）の“ＬＩＮＵＸ” 

   カーネルが表示するアラームです。ＬＩＮＵＸはマルチタスク用のＯＳで 

色々なジョブ（機能）が同時に動作しています。 

ごく希にこれらのジョブの負荷が大きく限度を超えた場合に発生 

      する場合があります。 

      * System Error (63)が発生した場合必ず電源の再投入をしてください。 
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６－２． アラーム表示： １ 

内蔵フラッシュディスクおよびファイルに関する異常です。 

アラームの解除は RESET キーで行ってください。 

処理を実行中に以下のアラームが発生した場合は、以後の処理は中止されます。 

 

番号 メッセージ 内容 

１１ Disk Full [5] ディスクに空きがない 

１２ No Media [7] USB メモリが挿入されていない 

１３ SMB Error [8] ネットワークドライブへ接続できない 

１４ Disk Error [6] リマウントできない 

[9] ディスクの異常 

１５ File Error [10] ディレクトリを開けなかった 

[11]  ディレクトリの読み込み異常 

[12]  ディレクトリを変更できなかった 

[14] ファイルを開けなかった 

[15] ファイルのマッピングエラー 

[16] ファイルの状態が読み込めなかった 

[17] 通常のファイルではない 

[32] 書き込みエラー 

１６ Not Found [13] ファイルが見つからない 

１７ Copy Disable [27] 許可されていないコピー処理 

 

６－３． アラーム表示： ２ 

ＲＳ２３２Ｃ通信に関する異常です。 

アラームの解除は RESET キーで行ってください。 

処理を実行中に以下のアラームが発生した場合は、以後の処理は中止されます。 

 

番号 メッセージ 内容 

２１ DSR Drop [20] DSR が “Ｌ” 

２２ NC Error [21] サブプログラム呼出キーワードが空 

[22] データブロックの異常 

[28] 入力文字異常 

[29] デコードエラー 

[30] バッファメモリ内に不正な文字 

[31] バッファメモリ内の異常 

２３ RS232 Error [18] シリアルデバイスがオープンできない 

[19] RS232 の設定値異常 

[26] フロー制御の設定エラー 

[36] フレームエラー 
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７．パラメータ   

0  表示用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ       DEFAULT    DEFAULT.USER9600.19200.38400 

1  COM ﾎﾟｰﾄ      １     1 = COM1 

2  ﾎﾞｰﾚｰﾄ            4800    1200～38400 

3  ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ           2       1 = 1 ﾋﾞｯﾄ 2 = 2 ﾋﾞｯﾄ 

4  ｷｬﾗｸﾀ長          8     7 = 7 ﾋﾞｯﾄ 8 = 8 ﾋﾞｯﾄ 

5  ﾊﾟﾘﾃｨ              0       0 = なし 1 = 奇数 2 = 偶数 

6  文字ｺｰﾄﾞ            1      1 = ISO 2 = EIA 3 = ASCII 

7  DC1 ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄﾞ        11      11H 

8  DC2 ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄﾞ        12    12H 

9  DC3 ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄﾞ         93     13H 93H 

10 DC4 ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄ         14       14H 

11 NULL の挿入            0      0 = NULL を挿入しない  

 1 = 挿入する 

                               2 =  NULL をﾃﾞｰﾀの先頭と末尾に 10 文字ずつ挿

入する 

12 出力時 DC1 待ち          0       0 = DC1 を待つ 1 = DC1 を待たない 

13 ACK ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄﾞ         0       00～FF 

14 送信開始ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ       0      0 2～ 

15 入力時 DC2 待ち           1     0 = DC2 を待つ 1 = DC2 を待たない 

16 ｵｰﾄﾘﾜｲﾝﾄﾞ              0     0 = ｵｰﾄﾘﾜｲﾝﾄﾞしない 1 = ｵｰﾄﾘﾜｲﾝﾄﾞする 

17 出力時 CTS による制御      0       0 = DC1/DC3 による制御 1 = CTS による制御 

18 入力時 RTS による制御      1     0 = DC1/DC3 による制御 1 = RTS による制御 

19 入力ﾌｧｲﾙﾏｰｸ            1     0 = DC2/DC4 でﾃﾞｰﾀを区切りﾌｧｲﾙを作成 

 1 = %でﾃﾞｰﾀを区切りﾌｧｲﾙを作成 

 2 = 区切りｺｰﾄﾞなしでﾌｧｲﾙを作成 

20 ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞでﾌｧｲﾙの「O」の付加  1    ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞでﾌｧｲﾙ作成の時 0 = 付加しない  

     1 = 付加する 

21 ﾃﾞｰﾀ拡張子             無     ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの拡張子 

22 ｻﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ呼び出しｷｰﾜｰﾄﾞ  *-      ﾒｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから呼び出すﾌｧｲﾙのｷｰﾜｰﾄﾞ 

23 DSR の無視            1     ﾃﾞｰﾀ入出力時、相手方の DSR                                 

を無視するように設定する 

                               0 = DSR が”L”でｴﾗｰ 

                              1 = DSR を無視 

24 出力終了時 DC3 待ち       1       ﾃﾞｰﾀ出力終了時、NC からの DC3 を 

待って終了する                                         

0 = DC3 を待つ 

                               1 = DC3 を待たない 
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25 %出力のパターン       0      ﾃﾞｰﾀ出力時ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ内にある%の出力形式の                              

              処理 

                                 0 = 何もしない(そのまま) 

                                1 = 出力ﾃﾞｰﾀの先頭に%を付加する 

                                2 = 出力ﾃﾞｰﾀの終端に%を付加する 

                                3 = 出力ﾃﾞｰﾀの先頭と終端に%を付加する 

        5 = 出力ﾃﾞｰﾀの先頭に%+CRLF を付加する  

                                   6 = 出力ﾃﾞｰﾀの終端に%+CRLF を付加する 

                                  7 = 出力ﾃﾞｰﾀの先頭と終端に%+CRLF を付加する 

26 ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞの開始と終了      28/A9  ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞの開始と終了の文字列 

27 ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞでﾌｧｲﾙ名かｵｰﾀﾞｰか  0   ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞで呼び出しがﾌｧｲﾙ名かｵｰﾀﾞｰ番号か

       0 = ﾌｧｲﾙ名 

       1 = ｵｰﾀﾞ-番号  

28 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ機能             0      mametan では機能しません 

                             0 = 無効 

                               1 = 有効 

29 立ち上がり時のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ  0       ｼｽﾃﾑ立ち上がり時のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞを選択する 

                               0 = Normai(ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ) 

                                  1 = Remote(ﾘﾓｰﾄﾓｰﾄﾞ) 

 

30 立ち上がり時のﾄﾞﾗｲﾌﾞ        1       立ち上がり時のﾄﾞﾗｲﾌﾞ選択 

 

31 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR1］      DATA-1    DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 1 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

 

32 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR2］     DATA-2   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 2 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

                                      

33 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR3］     DATA-3   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 3 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

                                      

34 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR4］      DATA-4   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 4 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

                                      

35 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR5］     DATA-5   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 5 のﾆｯｸﾈｰﾑ  

 

36 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR6］     DATA-6   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 6 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

                                      

37 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR7］     DATA-7   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 7 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

 

38 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR8］    DATA-8   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 8 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

                                      

39 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示名［DIR9］     DATA-9   DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 9 のﾆｯｸﾈｰﾑ 

                                      

40 ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽの無視           0          ﾘﾓｰﾄｺﾏﾝﾄﾞでﾌｧｲﾙ名の先頭の O を無視 

                                   0 = 無視しない 

 1 = 無視する 

41 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR1］      DAT：DATA1 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 1 の実際のﾊﾟｽ名 
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42 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR2］     DAT：DATA2 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 2 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

43 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR3］      DAT：DATA3 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 3 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

44 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR4］     DAT：DATA4 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 4 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

45 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR5］      DAT：DATA5 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 5 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

46 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR6］     DAT：DATA6 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 6 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

47 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR7］     DAT：DATA7 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 7 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

48 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR8］     DAT：DATA8 DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 8 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

49 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾟｽ名［DIR9］    DAT：DATA9  DIR ｷｰで呼び出すﾄﾞﾗｲﾌﾞ 9 の実際のﾊﾟｽ名 

                                      

50 入力時区切りコードの変換     0          入力時の区切りコードを変換するかしないか 

                                   0 = 変換しない 

                                   1 = [CR+LF]に変換する 

51 プロトコル B             B       B = プロトコル B 

                                M = MAZATROL T2M2 以降 

                                 T = MAZATROL T1M1 

                               D = 三菱ｶｾｯﾄ 

52 ［MZ］応答ﾃﾞｰﾀ          00      00 = 通常 

                               08 = ｶｾｯﾄＢ面 

53 ［MZ］返送ﾃﾞｰﾀのﾊﾟﾘﾃｨ    0       0 = なし 

                               1 = ﾊﾟﾘﾃｨ付き 

54 ［MZ］ｺﾏﾝﾄﾞ応答ﾃﾞｨﾚｲ 0 出力時のﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑ  

55 ［MZ］ｺﾏﾝﾄﾞ応答ﾀｲﾑｱｳﾄ 4 NC からのｺﾏﾝﾄﾞに返答し続けるﾀｲﾑ 

56 ﾈｯﾄﾜｰｸ設定の表示     1     ﾊﾟﾗﾒｰﾀ番号#57-#61 の表示/非表示                                   

                                 0 = 表示しない 

                               1 = 表示する 

57 IP ｱﾄﾞﾚｽの取得方法     2      IP ｱﾄﾞﾚｽを自動(DHCP)/手動で取得 

                                1 = 自動(DHCP)で取得する 

                                2 = 手動で設定する 

58 IP ｱﾄﾞﾚｽ      192.168.0.100  自局の IP ｱﾄﾞﾚｽの表示 

59 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ         255.255.255.0  ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸの表示 

60 ｹﾞｰﾄｳｪｲ          空        ｹﾞｰﾄｳｪｲｻｰﾊﾞの IP ｱﾄﾞﾚｽの表示 

61 ﾈｰﾑｻｰﾊﾞ         空      ﾈｰﾑｻｰﾊﾞの IP ｱﾄﾞﾚｽの表示 
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８．管理者設定 

mametan から NC データーを出力する際に送信するファイルを一時、本体メモリに 

保存し送信するか、保存せずに送信するかを選択出来ます。 

設定方法は本体では出来ず、ブラウザによる設定のみです。 

管理者設定（ブラウザによる設定） 

   管理者設定を選択。 

       

 

 

 

 

 

 

 【安全設定】 

    mametan の送信方法を選択します。 
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   ①安全優先 

     mametan からデーターを送信する際に送信開始と同時に mametan 本体の 

内部メモリに自動的に一時保存されます。サブプログラム呼出時も同様の処理 

をしています。 

 

     それにより、データー送信開始後に USB メモリが抜けてしまったり、ネットワーク 

     トラブル等で LAN が切断されてしまってもデーター送信は最後まで継続されます。 

     （制限があります。およそ 100MB 程度となります。） 

 

     ※一時保存処理の為、データー容量が大きいほどデーター送信開始までに時間が 

      かかります。サブプログラム呼出時も同様。 

 

     ※サブプログラム呼出のように他のデーターにジャンプするような場合は、USB メモ 

リ脱落時または LAN 切断時は、送信中のファイルは最後まで送信されますが、 

次のデーターへのジャンプやメインプログラムへの復帰は行われません。 

 

   ②大容量優先 

      mametan からデーターを送信する際に一時保存を致しません。 

      その為、送信ファイルの最大容量はファイル保存先の空き領域まで拡張されます。 

      又、大容量のデーターでも送信開始時間が安全優先よりも早くなります。 

      サブプログラム呼出時も同様に早くなります。 

 

     ※USB メモリ脱落時、LAN 切断時にはデーター送信が中断されますので、大容量 

      優先の場合は mametan 本体（DATA-1～DATA-9）にファイルを一旦保存し、 

      データー送信をされる事をお勧め致します。 

 

 

 

  



 58

参考 MAZATROL 対話データー（ＣＭＴ）の入出力方法 

 

１．MAZATROL Ｔ１、Ｍ１の場合 
① 通信パラメータを選択する。ＭＺ－Ｔ１Ｍ１を選択する。 

 
  ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２     Ｆ：ファイルの数 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ     ５４３２．ＮＣ   Ｒ：残りディスク量 

ファンクションの選択： パラメータキーを押してください。 

 

パラメータ設定モードになり、パラメータファイルの選択画面になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ   ＞ＤＥＦＡＵＬＴ 

２             ＵＳＥＲ０９６ 

３             ＵＳＥＲ１９２ 

４ Ｖer ５．１．３．６   ＵＳＥＲ３８４   Ｖｅｒ：ファームウェアのバージョン 

 

② ファイルの確定： カーソルキーにて変更する 

 

ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ファイルを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ   ＞ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ 

２             ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ 

３             ＤＥＦＡＵＬＴ 

４ Ｖer ５．１．３．６   ＵＳＥＲ０９６ 

 

セットキーを押してください。PRM ファイルが確定されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ 

２ ＞ ０ ＝ ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ ← 現在のカーソル位置 

３   １ ＝ １ 

４   ２ ＝ ４８００ 
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③ パラメータファイルの保存：何もパメータ値を変更せずに。 

 スタートキーによって現在のパラメータ値をファイルにセーブします。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＥＮＤ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ 

２ 

３ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

④ パラメータ設定の終了：  リセットキーを押してください。 
 「OUT モード」に戻ります。 

 
 以上でＴ１Ｍ１用のパラメータに設定できましたが、うまく通信出来ない場合は 
機械側の通信速度を確認し、パラメータの＃２ 通信速度を合わせて下さい。 
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２．ＭＡＺＡＴＲＯＬ Ｔ２、Ｍ２以降の場合 
① 通信パラメータを選択する。ＭＺ－Ｔ２Ｍ２を選択する。 

 
  ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２     Ｆ：ファイルの数 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ   Ｒ：残りディスク量 

ファンクションの選択： パラメータキーを押してください。 

 

パラメータ設定モードになり、パラメータファイルの選択画面になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ   ＞ＤＥＦＡＵＬＴ 

２             ＵＳＥＲ０９６ 

３             ＵＳＥＲ１９２ 

４ Ｖer ５．１．３．６   ＵＳＥＲ３８４   Ｖｅｒ：ファームウェアのバージョン 

 

② ファイルの確定： カーソルキーにて変更する 

 

ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ファイルを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ    ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ 

２            ＞ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ 

３             ＤＥＦＡＵＬＴ 

４ Ｖer ５．１．３．６   ＵＳＥＲ０９６ 

 
 
 
 

セットキーを押してください。PRM ファイルが確定されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ 

２ ＞ ０ ＝ ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在のカーソル位置 

３   １ ＝ １ 

４   ２ ＝ ４８００ 
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③ パラメータファイルの保存：何もパメータ値を変更せずに。 

 スタートキーによって現在のパラメータ値をファイルにセーブします。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＥＮＤ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ 

２ 

３ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

④ パラメータ設定の終了：  リセットキーを押してください。 
「OUT モード」に戻ります。 

 
 以上でＴ２Ｍ２用のパラメータに設定できましたが、うまく通信出来ない場合は 
機械側の通信速度を確認し、パラメータの＃２ 通信速度を合わせて下さい。 
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操作１： データの入力 
指定されたディレクトリの指定されたファイルにＭＡＺＡＴＲＯＬからのデータを書き込みます。 

 
１－１ プログラムの入力（新規ファイルの場合） 

① ファンクションの選択： インキーを押してください。 

 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

② ファイル名の直接入力： エンターキーを押してください。 

 

ファイル名の直接入力モードになります。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

 

③ ファイル名を入力して下さい。 
 
    例えば、Ｏ２０００の場合 
 

のキーを押します。 
 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ ５  

３ 

４ 

 

次に アルファベットキーを５回押します。 
 
すると表示が、 ５→Ｍ→ｍ→Ｎ→ｎ→Ｏ と変化します。 
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＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ  

３ 

４ 

 

続けて 
 

     と押します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ２０００  

３ 

４ 

 

次に エンターキーを押してください。 

 

 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１   ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ２０００      ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３             Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ 

４   

 

④ 入力開始： スタートキーでデータ入力待機状態となります。 

 

  ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ２０００      ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００００００        Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ  

４   

 

⑤ MAZATROL からプログラムを出力して下さい。 
 

データを受信しますと３行目と４行目に入力の状態を表示します。 
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＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ２０００     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２０４８        Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ ← 入力データ量   

４ ＞ ← 入力中を示すインジケータ 

但し、インジケータの表示は入力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 
⑥ 入力終了： データ入力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＥＮＤ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ２０００     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２５１３        Ｎｅｗ Ｆｉｌｅ ← 入力データ量   

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 入力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ＯＵＴモードのファイル選択状態になります。 

 
１－２ プログラムの入力（既存ファイルを選択する場合） 
      

① ファンクションの選択： インキーを押してください。 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

 

② ファイルの選択： 
    例えば、Ｏ０００２の場合 
 

カーソルキーで ＞マークをＯ０００２の位置まで移動して下さい。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ    １２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４         ＞ Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 
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③ ファイルの確定： 入力するファイル名を確定します。 セットキーを押して下さい。 

 

既存ファイルを選択した場合、データを上書き入力して問題ないかどうかを再確認する 

「Overwrite? Yes/No」という確認画面が表示されます。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２   ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２       ← 選択したファイル名 

３   

４ Overwrite?      [Yes]    No  

確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 

Yes/No の選択は カーソルキーで選択し、 エンターキーで 

決定します。 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択します 

 
[Ｙｅｓ]を選択すると、３行目に決定したファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭２行の内容が表示されます。 

表示されているブロックデータの内容は、カーソールキーを上下する事によって確認できます。 

表示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ ０９／１０／１０    ５４５３ ← 日付  サイズ 

４ ３１１５０００００００１００００００００ ← ブロックデータ 

 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 リセットキーを押してください。 

ファイル選択の状態に戻ります。 

④ 入力開始： スタートキーでデータ入力待機状態となります。 

 

  ＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００００００        ５４５３ ←         元サイズ 

４   

 
⑤ ＭＡＺＡＴＲＯＬからプログラムを出力して下さい。 

データを受信しますと３行目と４行目に入力の状態を表示します。 
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＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２０４８        ５４５３ ← 入力データ量    元サイズ 

４ ＞ ← 入力中を示すインジケータ 

 

但し、インジケータの表示は入力データが２０４８バイト以上で表示します。 
入力終了： データ入力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＥＮＤ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２     ← 現在のディレクトリ  ファイル名 

３ ００００２５１３        ５４５３ ← 入力データ量    元サイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 入力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ＯＵＴモードのファイル選択状態になります。 
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操作２： データの出力 

指定されたディレクトリの指定されたファイルのデータをＭＡＺＡＴＲＯＬへ送出します。 

〔注〕電源入力時および、終了／リセット時にはこのモードになります。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２     Ｆ：ファイルの数 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ   Ｒ：残りディスク量 

 

  ２－１ ファイルをカーソルキーで選択して出力する 

 

① ファンクションの選択： アウトキーを押してください。 

ファイル選択モードになります。 

 

② データファイルの選択：  カーソールキーにてファイルを選択してください。 

 

③ ファイルの確定： 出力するファイルを確定します。 セットキーを押してくだい。 

 

 

３行目にファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭１行の内容が表示されます。 

表示されているブロックデータの内容は、カーソールキーを上下する事によって確認できます。 

表示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      １２３４ 

３ ０９／１０／０８    ９０８２ ← 日付  サイズ 

４ ３１１１０００００００１００００００００ ← ブロックデータ 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 リセットキーを押してください。 ファイル選択の状態に戻ります。 

④ 出力開始： スタートキーでデータ出力待機状態となります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００００００        ９０８２ ← 出力データ量  データサイズ 

４    
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ＭＡＺＡＴＲＯＬからのスタート信号(読込操作をする)を受信するとデータを出力開始します。 

その時、３行目と４行目に出力の状態を表示します。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００２０４８        ００００９０８２ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＞ ← 出力中を示すインジケータ 

 
   但し、インジケータの表示は出力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 

⑤ 出力終了： データ出力が終了したときは以下の表示になります。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＥＮＤ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ１Ｍ１ 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ００００９０８２        ００００９０８２ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 出力終了を示すインジケータ 

 

リセットキーを押してください。ファイル選択状態になります。 

 

２－２ ファイル名を直接入力して出力する 

① ファンクションの選択： アウトキーを押してください。 

ファイル選択モードになります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞１２３４ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００１ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００２ 

４ Ｒ： ４７０．０Ｍ    ５４３２．ＮＣ 

② エンターキーを押してください。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２   

３ 

４ 

 
③ ファイル名を入力して下さい。 

   例えば、Ｏ０００２の場合 



 69

のキーを押します。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ ５  

３ 

４ 

 

次に アルファベットキーを５回押します。 
すると表示が、 ５→Ｍ→ｍ→Ｎ→ｎ→Ｏ と変化します。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ  

３ 

４ 

 

続けて 

     と押します。 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｆｉｌｅ ｎａｍｅ： 

２ Ｏ０００２  

３ 

４ 

次に エンターキーを押してください。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ ０９／１０／１０    ９１０８６ ← 日付  サイズ 

４ ３１１１０００００００１００００００００ ← ブロックデータ 

④ 出力開始： スタートキーでデータ出力待機状態となります。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２ 

３ ００００００００        ０００９１０８６ ← 出力データ量  データサイズ 

４    
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ＭＡＺＡＴＲＯＬからのスタート信号(読込操作をする)を受信するとデータを出力開始します。 

 

その時、３行目と４行目に出力の状態を表示します。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            Ｏ０００２ 

３ ００００２０４８        ０００９１０８６ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＞ ← 出力中を示すインジケータ 

 
   但し、インジケータの表示は出力データが２０４８バイト以上で表示します。 
 

⑤ 出力終了： データ出力が終了したときは以下の表示になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＥＮＤ  Ｐ：ＭＺ－Ｔ２Ｍ２ 

２ ＤＡＴＡ－１            １２３４ 

３ ０００９１０８６        ０００９１０８６ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 出力終了を示すインジケータ 

 

⑥ リセットキーを押してください。ファイル選択状態になります。 
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